
ライオンズクラブ国際協会 332-C 地区 

眼鏡リサイクルセンター 

 

 

  眼鏡リサイクルセンターはヘレンケラー女史の提言に始まった 

      ライオンズクラブの視力保護活動の代表的事業です 

視覚障害の現状について 

視覚障害は，一般に ｢失明(盲)：blindness｣ と ｢低視力：low vision｣ に大別されま

す。WHO 基準によれば、｢失明｣ は全盲(光覚なし)のみを指すのではなく、「良い方の眼の

視力」で 0.05 未満に用いられ、｢低視力｣ は良い方の眼の視力で 0.05〜0.3 未満と定

義されています。また、｢良い方の眼の視力｣の定義は、従来の最高矯正視力ではなく、日常

的に使用している眼鏡やコンタクトレンズによる屈折矯正下での視力、すなわち「現視力」と

いう定義が使われるようになってきています。 

最新の検討では，2015 年時点の世界の視覚障害者数は、失明者は 3,600 万人、低視

力者は 2 億 1,660 万 人の合計 2 億 5,260 万人であり、過去 25 年間の世界にお

ける視覚障害対策の成果により，視覚障害者数とその人口割合は減少してきたとされており

ます。しかし、今後は、世界的な死亡率の低下に伴う平均寿命の延伸により、視覚障害者数

は今後数十年で急増し，2050 年には失明者は現在の 3 倍 の1億 1,460 万人に，低視

力者は 2.5 倍の 5 億 5,000 万人に増えると予測されております（平塚義宗 日眼会誌

122(7)：537-545，2018）。 

現在、全世界における失明と低視力のそれぞれの有病割合は 0.5％ と 3.0％ であり、

視覚障害は高齢者と女性に多いとされております。失明の最大原因はいまだ白内障であり 

35％ を占めています。視覚障害の大きな原因であったトラコーマやオンコセルカ症などの

感染症は，過去 25 年間で大幅に減少しました。今でも、世界における低視力の最大の原

因は，未矯正の屈折異常であり全体の 52％ を占めています。続いて、白内障 25％、加

齢黄斑変性 4％、緑内障 2％、糖尿病網膜症 1％ が低視力の原因となっています。視覚障

害全体では、未矯正の屈折異常と白内障の両者で全体の3／4 を占め、屈折矯正や白内障

手術などの対策により克服できる課題が、未解決のままで残されております。ライオンズクラ

ブは、これらの疾病の克服に向かって現在も活動を継続しております。 



 

ライオンズ眼鏡リサイクリングセンター 

発展途上国において眼鏡を必要とする人々を支援するため、不要となった眼鏡を収集

する眼鏡のリサイクル事業は、世界的奉仕団体であるライオンズクラブの代表的な活動とな

っております。収集された中古眼鏡は、再利用化され、眼鏡が無く困窮している地域に送られ

ます。回収された眼鏡を再生する施設である眼鏡サイクリングセンターは、アメリカ（複数）、

カナダ、フランス、イタリア、オーストラリア、スペイン、南アフリカにあります。これまで、日本で

は各地のライオンズクラブが眼鏡を収集し、集められた眼鏡を海外の眼鏡サイクリングセンタ

ーに発送しておりました。ライオンズクラブ国際協会 332-C地区は、このシステムを改良し

ていくことを考え、地区の事業として眼鏡リサイクルセンターを平成 29年に立ち上げました。  

本邦においては、障害者就労支援事業所が障害者の方々に就労の機会を提供しており

ます。国内の中古眼鏡を再利用化する作業を、作業労賃と共に就労支援事業所に依頼する

ことは有益な就労支援となると考えられます。すなわち、各ライオンズクラブが回収した中古

眼鏡を、障害者就労支援事業所に作業労賃と共に斡旋することは、十分に有益な奉仕事業

になると考えられます。 

332-C地区眼鏡リサイクルセンターは、「福祉的就労に従事する障害者」に眼鏡リサイ

クル作業を依頼し、再利用化されたリサイクル眼鏡を、発展途上国において海外医療奉仕活

動を行う医師と眼鏡を必要とする患者や屈折異常を持つ人々に寄贈することを目的として活

動しております。 

 

 

 
  

洗浄後に屈折度を計測  屈折度のデーターが見えるように包装 

 

 

 

 

 

 



 

奉仕用眼鏡はそれを必要とする国々に送られています 

 
 

寄贈先の国と関係団体（代表） 

  

１．   ベトナム      ファイトフォービジョン （服部匡志先生/藤島浩先生） 

２.   バングラデシュ  Project Operation Sight for All (POSA) （倉富彰秀

先生） 

3．  タンザニア     タンザニア眼科支援チーム（山崎俊先生）   

4.   モザンビーク   アフリカ眼科医療を支援する会 （徳島大学・内藤毅先生） 

５．  キリバス        日本キリバス協会 （代表理事 オノ・ケンタロ氏） 

６．  ミャンマー     ミャンマー眼科医療活動  （藤田善史先生）  

７．  スーダン共和国・ザンビア共和国  

 NPO 法人ロシナンテス （九州大学客員教授・川原尚行先

生） 

国立マッカ病院  （東北大学留学生ズビダ女史）  

8．  リトアニア     リトアニア大使館 （バルト海ライオンズクラブ/リトアニア盲人協

会） 

9．  モンゴル共和国  新モンゴル学園 (理事長 ジャンチブ・ガルバドラッハ氏) 

 

仙台から 

海外の寄贈先へ 

http://jico-jp.org/joinus/index.html#006
http://jico-jp.org/joinus/index.html#007
http://jico-jp.org/joinus/index.html#008


 

日本眼科国際医療協力会議  理事長  藤島浩先生よりの感謝状  

 

 

Project １． NPO アジア失明予防の会（代表：服部匡志先生） 

ファイトフォービジョン  （代表：藤島浩先生） 

 

    第 1回  2017年 9月：眼鏡 100個とサングラス 1,000個を寄贈 

    第 2回 2018年 12月： 眼鏡 600個とサングラス 600個を寄贈 

 

NPOアジア失明予防の会は、ベトナムの眼科治療およびその技術指導にご尽力されてい

る京都府立医科大学眼科出身の服部匡史医師により設立されたボランティア団体です。服

部医師をモデルにした NHK ドラマスペシャル「ベトナムの光～ボクが無償医療を始めた理

由～」は、2019年 1月 12日（土曜日）に放映されました。ファイトフォービジョンは、日本眼

科国際医療協力会議理事長・藤島浩鶴見歯科大学眼科教授が、2010年からカンボジアへ

の医療機器の寄贈からスタートし、ベトナムおよびカンボジアでの白内障手術キャンプの実施

などにより、眼科国際医療協力を推進しております。地区眼鏡リサイクルセンターは、アジア

失明予防の会およびファイトフォービジョンにリサイクル眼鏡を提供してきました。 



 

Project 2． POSA：Project Operation Sight for All（代表：倉富彰秀先生） 

 

    第１回 2017年 12月：度付眼鏡 180個とサングラス 30個を寄贈 

    第２回 2019年 2月：度付眼鏡 1,000個とサングラス 400個を寄贈 

 

バングラディッシュでは、白内障による失明者が増加しています。POSA は、経済的な理

由から白内障手術を受ける機会がないと予想される患者を対象にアイキャンプを行っており

ます。ダッカ大学で、現地の患者が良好な視力を得られるよう眼内レンズ手術を実施してい

ます。また、眼科衛生に関する知識の普及や医療活動への指導を行い、 視力回復による社

会復帰と自立を促すことを目的として活動しています。地区眼鏡リサイクルセンターは、

POSAにリサイクル眼鏡を提供してきました。 

 

     ダッカ大学での白内障アイキャンプの様子（POSA）  

 

 

サングラスは術後保護眼鏡としても極めて有用です 

 

 

 



 

Project ３． タンザニア眼科支援チーム  (代表：山崎俊先生） 

 

     2017年 9月：度付眼鏡 180個とサングラス 50個を寄贈 

 

朝日大学眼科・堀尾直市教授と山崎眼科院長・山崎俊先生は、2007 年よりタンザニア連

合共和国の国立ムヒンビリ大学病院眼科での超音波白内障手術の教育を主な目的として活

動を進めております。また、より充実した眼科医療の普及を目的に、現地病院へ必要な機器、

器材を寄贈しています。地区眼鏡リサイクルセンターは、タンザニア眼科支援チームにリサイ

クル眼鏡を提供してきました。 

 

Project ４． アフリカ眼科医療を支援する会 （徳島大学・内藤毅先生） 

 

人口約 2 千万人のモザンビークには眼科医が 13 人しかおりません。徳島大学の内藤毅

教授は、アフリカ眼科医療を支援する会 Association for Ｏｐｈｔｈａｌｍｉｃ Support in 

Africa (AOSA) を設立し、毎年アイキャンプを実施されております。地区眼鏡リサイクルセ

ンターは、内藤先生の要請に応じてリサイクル眼鏡を提供してきました。 

 

 

       

      

     白内障手術後の診察の様子：皆様サングラスがお気に入りのようです 

 



Project ５.  キリバス共和国 

       

       2018年 9月：サングラス 100個を寄贈 

キリバス共和国名誉領事のケンタロ・オノ氏にサングラスを寄贈 

       2022年９月：奉仕用眼鏡 2500個  

キリバス国保健・医療サービス省に引き渡され、首都タラワにあるツンガル 

中央病院眼科で配布されました 

 

 

 

キリバス共和国ケンタロ・オノ名誉領事より眼鏡寄贈へのお礼状 

 

拝啓、 残暑が続く毎日でございますが、皆様におかれましてはご健勝のこととお慶び申し上げま

す。 さて皆様の絶大なるご理解とご支援により、2500 個のリサイクル眼鏡のご寄贈をキリバス

共 和国に賜りました。これら賜りましたリサイクル眼鏡は9月3日に、同国保健・医療サービス省

に引き渡され、同日から首都タラワにあるツンガル中央病院眼科で処方と配布が始まりました。 

キリバスは、赤道直下の強い日差しとサンゴの砂の白い地面により、視覚に問題を抱えている人

が多くおります。また眼鏡の入手が大変困難であり、軽度の近眼でも眼鏡を入手するため数か月

待つ必要があるなか、沢山のキリバスの人々が視界を取り戻し、愛する人々やキリバスの美しい

自然の姿を再び見ることができるようになりました。キリバス保健・医療サービス省、ツンガル中央

病院眼科、そして今回視界を取り戻した皆さんから、皆様に心からの感謝を伝えてほしいとの伝

言を預かっております。別添にて引き渡しの模様や、喜びの笑顔をご覧いただければ幸甚です。 

改めまして、皆様のご厚情に心から感謝申し上げます。どうもありがとうございました。ま た、これ

を機会に継続的なご支援、そして SDGs の達成が国の存亡に係るキリバスに、様々なご高見を

持ちの皆様の、他分野に渡るご協力とご支援を賜ることができれば幸甚です。末筆となりますが、

気温差が大きくなって参りました。どうかくれぐれもお体に気を付けて お過ごしください。 敬具 



Project  ６． スーダン共和国 / ザンビア共和国 

 

    2019年 3月 : スーダン共和国にサングラス 2,300個を寄贈 

代表の九州大学客員教授・川原尚行先生により設立され、スーダン共和国の医療奉

仕活動を開始した認定 NPO 法人ロシナンテスは、井戸を掘り給水施設を作る、あるいは学

校を建てるなども、医療につながると考え、あらゆることを含めて「医」と表現して活動してい

ます。 地区眼鏡リサイクルセンターは、ロシナンテスの要望に応じて眼鏡を提供しました。

JICA のメンバーに託した眼鏡がロシナンテスの支援する盲学校に届き、盲学校から通常学

校に移ることのできたザンビアの少女のビデオメッセージも届きました。 

 

マッカ眼科病院・アイキャンプ 

    2019年 9月 : 眼鏡 800個および JINSサングラス 800個を寄贈 

スーダン人留学生 Zubidah Alamin 女史によるスーダン大使館ルート 

                

スーダンはアフリカで 3番目に大きい国で、人口は 4500 万人です。国内には、眼科医

が 120人しかおらず、眼科病院は都市に集中し合計 9つしかありません。首都にあるマッカ

病院は巡回診療を実施して眼科医療を実施しています。地区眼鏡リサイクルセンターは、東

北大学留学生のズビダ女史と協力し、マッカ病院のアイキャンプに約 4,000個の眼鏡を提

供しました。この活動の評価は高く、事業の継続が期待されています （内戦勃発のため一時

中断）。 

 

Project ７. コロナウイルス感染症対策として、医療施設に保護眼鏡を寄贈 

 

    2020年 4月 24日 約 8,000個を寄贈 

 

東北大学病院・東北大学医学部・東北医科薬科大学病院・宮城県立こども病院・宮城県南

中核病院・仙台市立病院等に、眼の飛沫感染予防のための保護眼鏡（JINS社製の花粉症

対策眼鏡） 約 8,000個を、緊急支援策として寄贈し、有効に活用いただきました。 



Project ８． 特定非営利活動法人日本ミャンマー交流協会 

ヤンゴン第一医科大学所管のヤンゴン眼科病院 

 

    第 1回 2017年 12月 ： 度付眼鏡 180個を寄贈 

     第 2回 2018年 3月  ： 度付眼鏡 600個とサングラス 120個、総計 720個 

    第 3回 2019年 2月  ： 度付眼鏡 800個とサングラス 800個、総計 1,600個 

 

ヤンゴン眼科病院は、ミャンマー最大の眼科病院で、約 60 名の眼科医師が勤務し、ミャン

マー国内の医療の中心的な立場にあります。日本ミャンマー交流協会は、ミャンマー眼科支

援の発起人の徳島市・藤田善史医師を中心として、ヤンゴン眼科病院での白内障手術、ミャ

ンマー人眼科医に対する眼科手術教育、保健省に対する手術器械や器具の寄贈を行って来

ました （現在は政変のため中断しています）。地区眼鏡リサイクルセンターは、日本ミャンマ

ー交流協会の要請に応じてリサイクル眼鏡を提供してきました。 

 

Project  ９.  リトアニア国盲人協会にリサイクル眼鏡寄贈 

日本大使館で授与式およびレセプションが開催 

 

日 時  令和元年 8月 20日（火）12時～14時 在リトアニア日本国大使公邸 

出席者  ≪在リトアニア日本国大使館≫ 山崎史郎特命全権大使、同夫人、大使館職員 3名他 

≪東北福祉大学ライオンズクラブ≫ 草間吉夫・山口慶子 

    ≪リトアニア国ライオンズクラブ関係者≫ 

             カウナス地区ガバナー  バルト海 LC会長  カウナス LC会長 

    ≪贈呈品 リサイクル眼鏡 1000個≫ 

 

 

        

バルト海ライオンズクラブ会長に奉仕用眼鏡を寄贈 

山崎リトアニア全権大使 ・ 挨拶 

  リトアニアと日本との間で、社会福祉の友好を大変嬉しく思います。今回のライオンズクラ

ブの奉仕活動が日本とリトアニアの友好の架け橋となることを期待しています。 



 

 

Project １０． モンゴル国の学校法人新モンゴル学園への寄贈 

 

    2018年 7月 : リサイクル眼鏡を 4,400個と HOYA社からのサングラス 

（6332個）  総数 10,732個 （100個入りダンボール箱 111箱） 

 

東北大学に留学し教育学を学んだジャンチブ・ガルバドラッハ理事長は、日本式高等 

学校「新モンゴル学園」を設立し、その後小中学校、さらに 2014年に「新モンゴル工科大学」 

を設置するなど、モンゴル国内の教育界に大きな影響力を有しております。山形蔵王ライオン 

ズクラブとの連携のもとで、HOYA社様からご寄贈いただいたサングラスなどと合わせて 

1万個以上の眼鏡を寄贈しました。届けられた眼鏡は、現在もモンゴルの教育機関により、 

モンゴル国内の盲学校やサングラスを必要とする受益者の方に継続的に配布されております。 

 

 

 

 

 

 

 



Project 1１. カンボジア王国への寄贈 （2020年度より開始） 

 

A. カンボジア王国大使館から全国 13か所の国立病院へ 

  

    2021年 10月 : リサイクル眼鏡を 9,600個と JINS社からのサングラス 

（15,000個） の合計 24,600 個 

 

2021年秋には、在仙台カンボジア王国名誉領事館の名誉領事田井進様のご高配によ

り、カンボジア王国の国立病院（首都プノンペンの病院を中核として全国に 12か所）に向け

た寄贈のルートが開けました。カンボジア王国の人口は 1,７00万人ですが、国全体で 50人

程に限られており、特に地方での眼科の医療水準は低く、視力保護活動の充実が求められ

ております。ライオンズクラブ国際協会 332-C地区眼鏡リサイクルセンターの奉仕用リサイ

クル眼鏡が、今後、カンボジア国内の低視力者の低減に大きく貢献することが期待されます。 

 

B. 国立クメール・ソビエト友好病院 

  

    2021年 10月 : リサイクル眼鏡 １４,00０個を寄贈 

 

2020 年秋には、日本眼科国際医療協力会議（JICO）事務局から特定非営利活動法人サイ

ド･バイ･サイド・インターナショナル(SBSI)をリサイクル眼鏡の寄贈先としてご紹介をいただ

きました。SBSI は、貧困や災害その他の困難な状況に直面している人々の生活向上のため

の人道的支援活動を展開している国際 NPO法人です。カンボジアの国家事業として実施さ

れている救急医療システムの構築事業にも携わっています。今回は、度付きリサイクル眼鏡

と JINS 社サングラスおよびブルーライト保護用眼鏡の合計約 14,000 個を寄贈することと

し、これまでで最大数の寄贈となりました。これらの眼鏡は、コンテナに積み込まれて輸送さ

れ、カンボジアの首都プノンペンにある国立クメール・ソビエト友好病院に運びこまれました。

国立クメール・ソビエト友好病院の病院長は眼科が専門とのことで、リサイクル眼鏡は有効に

活用されています。カンボジア赤十字社の代表を務めるカンボジア王国王女より感謝のお言

葉をいただいております。 

 



C. ２０２２年度事業：カンボジア王国眼科医療支援 

 

    2022年 10月 : リサイクル眼鏡９,00０個を寄贈 

カンボジア王国（Kingdom of Cambodia）は、インドシナ半島の中央に位置し、豊かな自然 

の恵みに支えられ、アンコールワットをはじめとした数々の世界遺産がとても有名な国です。長い

内戦の時期を乗り越え、1993年に新生カンボジア王国が誕生しました。現在は、治安や経済も

安定期に入り、復興へと着実に歩みを進めています。日本のライオンズクラブを含め、世界各国の

支援団体が学校の建設を始めとする支援活動を継続しております。一方、医療の水準は途上に

あり、様々な課題が残されております。カンボジア王国の人口は 約 1,７00万人ですが、国全体

で眼科医が数十人程に限られています。特に、地方での眼科の医療水準は途上にあり、視力保

護活動の拡充が求められております。ライオンズクラブ国際協会 332-C地区眼鏡リサイクルセ

ンターは、カンボジアにおける視力保護支援を活動の目標としました。今年度も、約９，０００個の

眼鏡を寄贈する予定です。これらの眼鏡は、カンボジア王国首都のプノンペンの中核病院に届け

られ、その後国内の病院に配分されております。 

 

 

 

左・田井進在仙台カンボジア王国名誉領事    2022年 11月 22日にはカンボジア王国 

2022年 11月 21日に首都プノンペンの      保健大臣モン・ブンヘン閣下に眼鏡を寄贈 

Calmette病院を訪問し、Kong Sonya     

病院長に寄贈眼鏡目録を贈呈 

 

 



D. ２０２３年度事業 カンボジア王国へ 3万個の眼鏡を寄贈 
 

    2023年 11月 30日  在仙台カンボジア王国名誉領事館にて贈呈式 

 

 
 

       左 木川田明弘委員長  中央 田井進名誉領事 右 渡邊俊弥ガバナー 

 

世界の視覚障害者数は 2015 年の時点で、失明者は 3,60０万人、０．３以下の低視力者

は 2 億 ２,０００ 万人おり、さらに屈折異常に対応する眼鏡が無いために、未矯正のままと

なっている人々は 11 億人、老眼鏡を持てないために困っている人々が 20 億人も存在しま

す。ライオンズクラブ国際協会は、これらの視力低下の克服に向かって活動を継続してきまし

た。発展途上国において眼鏡を必要とする人々を支援する眼鏡リサイクル事業は、ライオン

ズクラブの伝統的な活動です。 

ライオンズクラブ国際協会 332-C 地区（宮城県）では、2017 年に独自の眼鏡リサイクル

センターを立ち上げ、眼鏡を全国から回収し、就労支援事業所にてリサイクル化した上で、発

展途上国の眼科病院や、各地で白内障手術アイキャンプ等を行っている日本眼科国際医療

協力会議のNPO法人などに寄贈してきました。 

今期は、全国のライオンズクラブや協力企業から過去最大数の眼鏡が回収され、そのうち

の 3万個をカンボジア王国に寄贈しました。カンボジア王国の人口は 1,７00万人弱ですが、

眼科医師は全国に 50 人程と少なく、視力保健活動の支援が求められております。地区眼鏡

リサイクルセンターから寄贈された眼鏡は、カンボジア王国の国立病院（首都プノンペンの王

立病院を中核として全国に 12 か所）で利用されます。この奉仕活動により、カンボジア国内

の未矯正患者の低減に大きく貢献することが期待されます。 



 

まとめ 

 

リサイクル用眼鏡を寄贈する奉仕活動は、発展途上国の眼科医療をサポートし、視覚障害

者を低減させることに寄与しております。日本国内で収集されたリサイクル眼鏡は、発展途上

国にて屈折異常で困っている方々に本当に役立っております。 

本事業は、受け取り手があって始めて成立いたします。特に、貧困や医療システムの不備

により眼科医療や診察を十分に受けられない国で、眼科治療と手術を提供している団体や、

教育支援に携わっている団体との連携が本事業の発展には欠かせません。本事業の発展の

ために、リサイクル奉仕活動用眼鏡の受け取り手として適正な団体をご存知の方は、是非ご

紹介いただきたいと思います。 

今後とも、引き続きライオズクラブ国際協会 332-C地区眼鏡リサイクルセンターを宜しく

お願い申し上げます。 

 

 

 

 

報告者： ライオンズクラブ国際協会 332-C地区 眼鏡リサイクルセンター副委員長 

                           仙台エコーライオンズクラブ 仙台こだま支部 

                          東北大学医学部眼科学教室臨床教授 山口克宏 

 


